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研究成果の概要（和文）：本研究は、神経疾患を通して「こころの時間」障害に関連する病態メカニズムを明ら
かにし、疾患の診断や治療につながる知見を得ることを目的としてきた。これまでの臨床神経心理学の中では
「こころの時間」はほとんど扱われてこなかったが、多岐にわたる疾患を検討した本研究によって、そのメカニ
ズムの一端が垣間見えてきた。特に「過去」「現在」「未来」のような「こころの時間の流れ方」への疾患によ
る修飾について、神経基盤に基づいた原因の究明が可能であることが明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The present study has the following findings: 1) Time compression in PD 
internal clock may be entrained even after learning accurate time duration. This may be associated 
with disrupted cognition in PD; 2) these is impaired cross-modal function for vision/olfaction due 
to posterior putamen deficit. Cross-modal dysfunction may serve as the basis of a novel precursor 
for PD; 3) AD patients alternate past and present without complete awareness and cannot imagine a 
future other than one ending in death; 4) Correct age awareness is essential for realistic 
recognition of the remote past in relation to the present.

研究分野：脳科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は多岐に渡る神経疾患の障害を横断的に検討することによって「こころの時間」を生成・表
出・保持するメカニズムが脳部位ごとに分かれており、またそれぞれの機能によって中心的な役割を担う脳部位
があることを示した点である。一方社会的意義としては、これらの研究成果は疾患の診断に有用である点、また
治療法の選択肢が増えることで、患者の希望に合わせたより柔軟な治療方針を作成するのに役立つと考えられ
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
本邦社会における高齢化の現状の中で、多くの問題が指摘されている。例えば、最近高齢者
のアルツハイマー病やパーキンソン病が急激に増加している。アルツハイマー病の中核症状は、
時と場所の見当識障害、健忘、遂行機能障害、失語・失行・失認などとされている。また運動
症状を主とするパーキンソン病でも認知機能に低下は発症し、時間認知の障害も報告されてい
る。場所認知障害の責任病巣がこの 20 年間の中で明確にされてきた一方で、時間認知の責任
病巣は明確でなく、その脳内機構も明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、各疾患症例における時間推測・時間順序の障害の検討、未来感を作り出す展望
記憶の検討、時間意識と作話病態との関連を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
各症例において神経心理学的・生理学的なアプローチ法を用いて、非侵襲的に病態を明らか
にし、こころの時間をつかさどる脳内の責任領域について調べる。 
 
４．研究成果 
 
本研究ではパーキンソン病，アルツハイマー病，辺縁系脳炎，脳梁無形成の各疾患症例にお
ける（1）時間推測・時間的順序の障害の検討，（2）未来感を作り出す展望記憶の検討，（3）時
間意識と作話病態との関連の検討，（4）時間表の計画能力に関する検討を行い，データの収集
から論文掲載まで，多岐に渡る症例で成果を挙げた。（1）ではパーキンソン病における時間幅
評価の特異性を示し，線条体を中心とする時間処理ネットワークの障害を指摘した（Honma et 
al。, 2016; 2017; 2018）（図 1b）。（2）ではアルツハイマー病における未来展望の意識問題を
顕在化した（Shiromaru-Sugimoto et al。, 2018）。（3）では辺縁系脳炎における age awareness
の障害を示し，時間軸の整合性における眼窩前頭皮質の役割に着目した（Kuroda et al。, 2015）
（図 1c）。（4）では脳梁無形成における見当識の時間感覚障害を見出し，時間を保持する楔前
部の役割を考察した（Futamura et al。, 2018）図 1d）。多岐に渡る神経疾患の障害を横断的
に検討することによって，「こころの時間」を生成・表出・保持するメカニズムが脳部位ごとに
分かれており，またそれぞれの機能によって中心的な役割を担う脳部位があることも明らかに
なってきた。これらの成果は疾患の診断に役立ち，治療法の選択肢を増やす可能性を持つ。 
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図 1：a) 本研究における時間認知障害の症例範囲．b) パーキンソン病における線条体異常．

c) 辺縁系脳炎における眼窩前頭皮質異常．d) 脳梁無形成における楔前部異常． 
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